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社 長 挨 拶 

 

 弊社は、２００９年３月から第１号新商品の「日常生活賠償責任補償付更新型医療定期

保険」、同年６月からは第２号新商品の「乳がん診断給付金付女性特定疾病医療保険」の販

売を開始し、販売網の拡充を行い、新規契約の獲得に努めて参りました。 

 しかしながら、「尐額短期保険」の認知度、知名度はまだまだ低く、業績が計画ほど伸び

ずに苦戦を強いられた１年ではありました。 

 

 今後、一層の企業努力により、より良い商品の開発、販売を通じ、業績の向上・経営の

安定を図り、お客様に夢と安心を与え続けられる尐額短期保険会社を目指します。そのた

めには尐額短期保険会社の特性を活かした商品開発を行い、業容拡大を推進して参ります

が、対処すべき課題は以下の通りです。 

 

① 尐額短期の優位性が発揮しやすい損保系の商品開発を行い、各種団体組織との提携

を強化します。 

② ウェブ完結型のシステムを有効に活用し、新たなマーケットを開拓します。 

③ コンプライアンスに注力し、健全な経営に努めます。 

 

①につきましては、販売網拡充の取り組みが着実に浸透をし、今年度後半からは、業績ア

ップに寄与します。②につきましては、インターネットでの完結型の申込みシステムが本

年５月から稼動をし始め、ニュー販売チャネルの拡充とともに業績アップに寄与します。

③につきましては、コンプライアンスを最重点に、お客様との信頼関係を構築します。 

 

 私は、本年６月に日本尐額短期保険協会の監事を任されました。また、引き続き協会の

広報活動にも従事することとなりました。尐額短期保険会社の社会的な使命を考え、今後

一層の健全な業界発展を目指すべく、尐額短期保険の知名度／認知度のアップをはかって

参ります。また、保険金額、引受人数の制限など、一般の保険商品比較において大きく見

劣りをする部分については、業界全体の問題として規制緩和の取り組みを推進して参りま

す。 

 

 

２０１１年７月 

株式会社ミニンシュラー 

代表取締役社長 小林 靖治 
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１．当社の概況及び組織に関する事項 

（１）会社概要  

 

経 営 理 念 

 

   

 

 

 

行 動 規 範 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    行 動 指 針 

    前掲の「行動規範」に則って次の「行動指針」を定めます。 

全役職員はこの「行動指針」を誠実に実行しなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社ミニンシュラーは、尐額短期保険業者として法令を遵守し、 

お客様の立場に立ったきめ細かいサービスによってお客様に安心を 

提供し、社会に貢献します。 

 

株式会社ミニンシュラーの全役職員は、尐額短期保険業者としての 

自覚と責任を持ち、 

・ お客様が安全で豊かな生活をおくる手助けとなる商品を 

提供し、 

・ 広く社会の発展に向け公共的な使命を果たし、 

・ 法令および社会的規範を遵守した健全な業務運営を行い、 

お客様から信頼され、全役職員が誇りを持てる会社を目指 

します。 

 

 

１．保険商品の提案・提供から保険金支払いまでの適切な 

お客様対応の推進 

勧誘方針に従って適正な勧誘を行い、お客様からの満足と 

信頼が得られるよう、お客様のニーズに応える質の高い商品 

およびお客様の視点に立ったサービスを提供するとともに、 

迅速かつ適正に保険金をお支払いします。 
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２．お客様や社会との相互理解の促進 

  お客様や社会に対し、事業活動に関する情報を正確かつ積極的 

に公開するとともに、広くお客様の声をお聞きし、誠実に対応 

します。また、お客様の声を経営に生かします。 

 

３．個人情報等の適正な取扱いと保護の徹底 

  個人情報およびお客様情報の重要性を認識し、法令等の規定 

およびその精神にそって、適正な取扱いを行うとともに、保護を

徹底します。 

 

４．コンプライアンスの推進 

  お客様と社会からの確固たる信頼を確立するため、あらゆる 

法令をはじめ、社会的規範を遵守した公正な事業活動を行います。 

 

５．社会貢献活動の推進 

 自らの活動の基盤となる社会の健全かつ持続的な発展に向け、 

「良き企業市民」として社会貢献活動に積極的に取り組みます。 

 

６．リスク管理の徹底 

  お客様に対する責務を確実に履行し信頼が得られるよう、 

経営者のリーダーシップのもとでリスク管理を徹底し、適切な 

運営および継続的な改善を行います。 
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７．再発防止の徹底と説明責任の遂行 

  お客様や社会に影響を及ぼす事態が発生したときには、 

経営者の強いリーダーシップのもと、徹底した原因究明と 

再発防止に努めるとともに、お客様や社会に対する説明 

責任を果たします。 

 

８．職員の人権尊重と活力ある職場環境の実現 

  職員の人権を尊重するとともに、個々の能力が十分に発揮 

できる、働き甲斐のある職場環境を実現します。 
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（２）経営の組織 

平成 23 年 7 月 1 日現在 
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（３）株式の状況 

 

① 株式数 

  発行可能株式総数    100,000 株 

  発行済株式        4,000 株 

 

 

② 株主数 

平成 23 年 3 月末株主数    12 名 

 

 

③ 主要な株主の状況 

 

                            平成 23 年 3 月末現在 

 

 株主の氏名又は名称 

 

当社への出資状況 

持株数等 

（株） 

持株比率 

（％） 

株式会社ユーコスメティクス ４４０ １１ 

株式会社エイエムアール ４４０ １１ 

アドバンスコミュニケーションズ株式会社 ４４０ １１ 

アイエスピー株式会社 ４４０ １１ 

株式会社グリーンオペレーションズ ４４０ １１ 

株式会社 Nic ４４０ １１ 

EFS European Financial Services Ltd. ４４０ １１ 

株式会社ティーシーエス ２８０ ７ 

浜田 卓二郎 ２８０ 7 

小林 靖治 １２０ ３ 

大林 淑 １２０ ３ 

松田 寿々雄 １２０ ３ 
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（４）役員の状況 

                                  平成 23 年 6 月 29 日現在  

氏   名 役   職 重要な兼職 その他（兼任の状況等） 

小林 靖治 代表取締役社長 － 
 

原口 和正 取 締 役 － 
 

上田 修司 取 締 役 － 
 

森  桂一 社外監査役 
ＭＡ＆Ｐ総合 

会計事務所代表 

公認会計士・税理士 

 

 

（５）使用人の状況 

         平成 23 年 3月 31 日現在 

職   種 従業員数（※１） 平均年齢 

内勤職員 

（内、派遣社員） 

１４名 

（５名） 
４７．３歳 

営業職員 － － 

合  計 
１４名 

（５名） 
４７．３歳 

 

  （※１）従業員数は各年度末における人員数（使用人兼務役員、派遣社員、 

パート社員含む）を示し、役員は含めておりません。 
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２．当社の主要な業務の内容 

（１）取扱商品 

【日常生活賠償責任補償付更新型医療定期保険】 

 

当社が尐額短期保険業者として、関東財務局の登録を受けた後、最初に発売した商品 

です。近年ますます高まる、病気やけがでの入院・手術・退院後の通院のリスクに対 

する準備として、医療保障を重点におき、あわせて死亡・重度障害、日常生活賠償責任 

まで、幅広く保障（補償）しております。 

 

  ◇ 主な契約内容 

① 責任開始日時点において、満１５歳以上６５歳未満であれば、ご加入できます。 

② 保険期間は１年間。責任開始日を同日として、自動更新できます。 

更新可能な年齢は、更新日時点で満７０歳未満です。 

③ 保険料は年齢・性別・職業を問わず、一律月額４，５００円です。 

④ 加入申込に際しては、告知書のみで、医師の診断書の提出は必要ありません。 

 

◇ 保障（補償）内容  

① 入院保障 

病気または傷害で、その治療を目的として、入院した場合にお支払いします。 

入院日数が継続して、２日以上ある場合に支払対象となり、入院１日目より 

お支払いします。 

１回の入院について、８０日が限度となります。 

入院保険金日額は、男女別・年齢別（５歳きざみ）に設定しておりますので、 

契約を更新した場合、更新後の年齢により、変動します。 

 

② 手術保障 

病気または傷害で、その治療を目的として、所定の手術を受けた場合にお支 

払いします。 

入院を伴わない場合でも支払対象となります。 

手術の種類により、男女別・年齢別の入院保険金日額の１０倍・２０倍・４０

倍の額をお支払いします。 

 

③ 通院保障 

病気または傷害で、入院保険金の支払事由に該当する入院をし、その退院後、 

退院日の翌日からその日を含めて１００日以内に通院した場合にお支払いし

ます。 
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１回の通院について、３０日が限度となります。 

通院保険金日額は、男女別・年齢別（５歳きざみ）に設定しており、入院保険

金日額の２分の１の額となります。 

また、契約を更新した場合、更新後の年齢により、変動します。 

 

④ 死亡・重度障害保障 

保険期間中に死亡したときは、死亡保険金をお支払いします。 

病気または傷害で、重度障害状態に該当し、その回復の見込みがないときは、

重度障害保険金をお支払いします。 

死亡および重度障害保険金額は、男女別・年齢別（５歳きざみ）に設定してお

ります。 

また、契約を更新した場合、更新後の年齢により、変動します。 

 

⑤ 傷害死亡・傷害重度障害保障 

保険期間中に傷害により死亡したときは、傷害死亡保険金をお支払いします。 

傷害重度障害状態に該当し、その回復の見込みがないときは、傷害重度障害保

険金をお支払いします。 

傷害死亡および傷害重度障害保険金額は、男女別・年齢別（５歳きざみ）に設

定しております。 

また、契約を更新した場合、更新後の年齢により、変動します。 

      

   ⑥ 日常生活賠償責任補償 

被保険者および同一生計者が、個人の日常生活や住宅の所有、使用または管理に起

因する偶然な事故により、被保険者本人が法律上賠償責任を負担することによって

損害を被ったとき、お支払いします。 

 

 

【乳がん診断保険金付女性特定疾病医療保険】 

 

女性専用の医療保険です。妊娠・出産にかかわる病気や子宮筋腫、乳がんなど、女性特

有の病気に対する入院・手術・退院後の通院のリスクを保障する医療保険です。あわせ

て、乳がんと診断された時には乳がん診断保険金、万が一死亡した場合は死亡原因にか

かわらず死亡保険金をお支払いします。 

 

  ◇ 主な契約内容 

① 責任開始日時点において、満１５歳以上７５歳未満であれば、ご加入できます。 

② 保険期間は１年間。責任開始日を同日として、自動更新できます。 
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更新可能な年齢は、更新日時点で満８０歳未満です。 

③ 保険料は年齢にかかわらず一律月額２，８５０円です。 

④ 加入申込に際しては、告知書のみで、医師の診断書の提出は必要ありません。 

 

◇ 保障内容  

① 乳がん診断保障 

  責任開始日からその日を含め９０日を経過しその翌日以後に乳がん（乳房の 

  悪性新生物）に罹患し、医師によって診断確定されたときにお支払いします。 

 

② 入院保障 

別に定める女性特有の病気の治療を目的として、入院した場合にお支払いしま

す。 

入院日数が継続して、２日以上ある場合に支払対象となり、入院１日目より 

お支払いします。 

１回の入院について、４０日が限度となります。 

入院保険金日額は、年齢に関係なく同額です。 

 

    ③ 手術保障 

別に定める女性特有の病気の治療を目的として、所定の手術を受けた場合にお

支払いします。 

入院を伴わない場合でも支払対象となります。 

手術の種類により、入院保険金日額の１０倍・２０倍・４０倍の額をお支払い 

します。 

 

④ 通院保障 

入院保険金の支払事由に該当する入院をし、その退院後、退院日の翌日からそ

の日を含めて１００日以内に通院した場合で、入院の直接の原因となった女性

特有の病気の治療を目的とした通院に対してお支払いします。 

１回の通院について、３０日が限度となります。 

通院保険金日額は、入院保険金日額の２分の１の額で、年齢に関係なく同額で

す。 

 

⑤ 死亡保障 

保険期間中に死亡したときは、死亡保険金をお支払いします。死亡保険金額は、

年齢別（５歳きざみ）に設定しており、契約を更新した場合は、更新後の年齢

により変動します。  
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（２）再保険の状況 

 

 当社では、保険業法の一部を改正する法律附則第１６条および保険業法施行令の 

一部を改正する法令附則第３条により、尐額短期保険業者に関する経過措置を適用 

しております。 

また、当該規定の適用により、保険金額が保険業法第２条第１７項に規定する法令 

 で定める金額を超える保険の引き受けを行うときは、内閣府令で定めるところにより、 

 超過した金額を再保険に付すこととします。 

  

  再保険の状況は、以下の通りです。 

 

〔Ａ〕出再先保険会社等の数 

 
平成 21 年度 平成 22 年度 

国 内 海 外 国 内 海 外 

再保険を引き受けた保険会社等の数 １社 2 社 １社 2 社 

 

 

〔Ｂ〕出再先保険会社等のうち、（支払）再保険料の額が大きい上位５社に対する 

  （支払）再保険料の割合 

 平成 21 年度 平成 22 年度 

（支払）再保険料の額が大きい上位５社に

対する（支払）再保険料の割合 
100％ 100％ 

 

 

〔Ｃ〕出再先保険会社等の、格付機関による格付に基づく区分ごとの（支払）再保険料 

   の割合 

格 付 区 分 平成 21 年度 平成 22 年度 

ＡＡＡ 3.7％ 3.7％ 

ＡＡ＋ － － 

ＡＡ － － 

ＡＡ－ 5.6％ 5.3％ 

Ａ＋ 90.7％ 91.0％ 

  Ａ － － 

Ａ－ － － 

  － － － 

（注）格付区分は、スタンダード・アンド・プアーズ社の財務格付を使用しています。  
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（３）保険の募集について 

 

株式会社ミニンシュラーは、保険の販売に際しましては、保険業法、金融商品の販売 

等に関する法律、消費者契約法、金融商品取引法、個人情報の保護に関する法律、その 

他の関係法令等を遵守し、以下の方針に基づき、お客様の立場に立った販売活動を行い 

ます。 

 

勧誘方針 

 

１．お客様の保険商品に関する知識、ご経験、ご購入目的、財産の状況等に留意し、商 

 品内容やリスク内容などについて十分ご理解いただけるよう、適切な説明を心掛ける 

とともに、お客様のご意向と実情に適した商品の案内に努めます。 

 

２．商品の案内・勧誘にあたりましては、お客様のご迷惑とならない時間帯・場所・方 

法により、適切に行います。 

 

３．お客様からの信頼を第一とし、重要な事項を告げなかったり、不確実な事項につい 

て断定的な説明をするなど、お客様のご判断を誤らせるようなご案内は行いません。 

 

４．お客様に対する勧誘の適正を確保するため、社内管理体制を整備するとともに、代 

理店・募集人に対する研修体制を充実させ関係法令や商品に関する知識の習得に努め 

ます。 

 

５．万が一保険事故が発生した場合は、迅速かつ適切な対応と保険金の適正なお支払い 

に努めます。 
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３．当社の主要な業務に関する事項 

（１）直近の事業年度（2010 年度）における業務の概況 

   

 ①事業の経過 

販売チャネルの拡充を引き続き行なった結果、当事業年度の代理店登録数は８店

となり、合計登録代理店は 19 店となりました。一方、契約件数は、年度末保有件数

で「日常生活賠償責任補償付更新型医療定期保険」は 973 件、「乳がん診断保険金付

女性特定疾病医療保険」は 964 件であり、低出力となっております。 

主な原因は、保険金額、保険期間、料率算出における各種規制があり、保険商品

の魅力に欠けること、また尐額短期保険の知名度、認知度の低さにあります。従っ

て、尐額短期保険協会を通じて金融庁へ規制緩和の要求を提出しておりますが、折

衝は難航している状況であります。 

 

一方、募集の効率化を図る観点から、ウェブ完結型の申込システムを開発し、次

年度からの対応が可能となりました。 

 

これらの結果、当事業年度の保険料等収入は2,138,383千円（前事業年度比11.5％

減）、保険契約準備金戻入額は 91,499 千円となり、経常収益は 2,230,160 千円（同

9.7％減）となりました。 

 

経常費用においては保険金等支払金が 1,626,874 千円（同 9.9％減）、事業費が

583,207 千円、経常費用総額では 2,210,158 千円となり、経常利益は 20,001 千円（同

128.1％増）となり、当期純利益は 19,821 千円（同 97.9％増）となりました。 

 

②会社が対処すべき課題 

尐額短期保険会社の特性を活かした商品開発を行い、事業基盤拡大を推進するた

めに対処すべき課題は、以下のとおりです。 

① 尐額短期の優位性が発揮しやすい損保系の商品開発を行い、各種団体組織との

提携を強化します。 

② ウェブ完結型のシステムを有効に活用し、新たなマーケットを開拓します。 

③ コンプライアンスに注力し、健全な経営に努めます。 

 

 

 

 

 

 



 

株式会社ミニンシュラー          16 
Mini-insurer Co., Ltd. 

  

（２）直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標 

 

区  分 平成 20 年度 平成 21 年度 
平成 22 年度 

（当期） 

経 常 収 益 1,047,743 千円 2,470,881 千円 2,230,160 千円 

経 常 利 益 21,915 千円 8,768 千円 20,001 千円 

当 期 純 利 益 7,348 千円 10,016 千円 19,821 千円 

資 本 金 の 額 

（発行済株式の総数） 

100,000 千円 

（4,000 株） 

100,000 千円 

（4,000 株） 

100,000 千円 

（4,000 株） 

保険業法上の純資産額 

（※1） 
218,313 千円 202,678 千円 216,274 千円 

総 資 産 額 556,281 千円 497,925 千円 415,407 千円 

責任準備金残高 297,120 千円 273,499 千円 200,635 千円 

有 価 証 券 残 高 － － － 

ソルベンシー・マージン比率 1,544% 1,581% 2,131% 

配 当 性 向  － － － 

従 業 員  ７名 13 名 14 名 

正味収入保険料の額（※2） 51,476 千円 134,304 千円 111,800 千円 

 

 （※1）保険業法上の純資産額とは、保険業法施行規則第 211 条の 8 第 1 項の規定に 

基づき、貸借対照表の純資産の部の金額に異常危険準備金の金額を加えたもの 

です。 

 

 （※2）正味収入保険料の内訳は、以下の通りです。 

      収入保険料          1,221,462 千円 

      支払再保険料         1,109,661 千円 

      解約返戻金             －千円 

      その他の返戻金           －千円 

         差引            111,800 千円 

 

 （※3）当社の営業開始日は、平成 20 年 12 月 1 日です。 
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（３）直近の２事業年度における業務の状況 

 

当社の主要な業務の状況は以下の通りです。 

 

 ① 主要な業務の状況を示す指標等 

 

 〔Ａ〕正味収入保険料（※１） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 134,304 千円 100% 111,800 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 134,304 千円 100% 111,800 千円 100% 

 （※１）正味収入保険料とは、当社元受における収入保険料から、解約返戻金や 

     その他返戻金および当社を契約者とする再保険契約により当社が支払った 

     再保険料を控除したもので、以下の定義にしたがって算出されています。 

      正味収入保険料＝収入保険料－支払再保険料－解約返戻金－その他返戻金 

 

 

 〔Ｂ〕元受正味保険料（※２） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 1,443,986 千円 100% 1,221,462 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 1,443,986 千円 100% 1,221,462 千円 100% 

 （※２）元受正味保険料とは、当社元受における収入保険料から、元受解約返戻金や 

     元受その他返戻金を控除したもので、以下の定義にしたがって算出されて 

います。 

      元受正味保険料＝元受収入保険料－元受解約返戻金－元受その他返戻金 
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〔Ｃ〕支払再保険料（※３） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 1,309,681 千円 100% 1,109,661 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 1,309,681 千円 100% 1,109,661 千円 100% 

 （※３）支払再保険料とは、出再保険料から、再保険返戻金を控除したもので、 

以下の定義にしたがって算出されています。 

      支払再保険料＝出再保険料－再保険返戻金 

 

 

〔Ｄ〕保険引受利益（※４） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 62,389 千円 100% 72,495 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 62,389 千円 100% 72,495 千円 100% 

 （※４）保険引受利益とは、保険引受粗利益から、営業費及び一般管理費を控除し、 

     その他収支を加味したもので、以下の定義にしたがって算出されています。 

       保険引受利益＝保険引受粗利益－営業費及び一般管理費 

                     ＋（その他経常収益－その他経常費用） 

 

 

〔Ｅ〕正味支払保険金（※５） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 29,920 千円 100% 33,759 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 29,920 千円 100% 33,759 千円 100% 

 （※５）正味支払保険金とは、元受契約の支払保険金から、当社を契約者とする 

     再保険契約により当社が回収した再保険金を控除したもので、以下の定義に 

     したがって算出されています。 

      正味支払保険金＝支払保険金－回収再保険金 
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〔Ｆ〕元受正味支払保険金（※６） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 495,129 千円 100％ 517,213 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 495,129 千円 100％ 517,213 千円 100% 

 （※６）元受正味支払保険金とは、当社元受における支払保険金から、元受契約 

に係る求償等により回収した金額を控除したものを示しています。 

 

 

〔Ｇ〕回収再保険金 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 465,208 千円 100％ 483,453 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 465,208 千円 100％ 483,453 千円 100% 
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② 保険契約に関する指標等 

 

 〔Ａ〕契約者配当金 

    該当事項はございません。 

 

 

 〔Ｂ〕正味損害率（※１）、正味事業費率（※２）及びその正味合算率（※３） 

 

種  目 

平成 21 年度 平成 22 年度 

正味 

損害率 

正味 

事業費率 

正味 

合算率 

正味 

損害率 

正味 

事業費率 

正味 

合算率 

生命保険・ 

医療保険 
22.3% 112.9% 135.2% 30.2% 133.9% 164.1% 

その他の保険 － － － － － － 

【合計】 22.3% 112.9% 135.2% 30.2% 133.9% 164.1% 

（※１）正味損害率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

      正味損害率＝正味支払保険金÷正味収入保険料×１００  

（※２）正味事業費率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

      正味事業費率＝（保険引受に係る事業費－再保険手数料）÷正味収入保険料 

×１００ 

（※３）正味合算率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

      正味合算率＝正味損害率＋正味事業費率 

 

 

 〔Ｃ〕出再控除前の発生損害率（※４）、元受事業費率（※５） 

    及びその元受合算率（※６） 

 

種  目 

平成 21 年度 平成 22 年度 

発生 

損害率 

元受 

事業費率 

元受 

合算率 

発生 

損害率 

元受 

事業費率 

元受 

合算率 

生命保険・ 

医療保険 
34.3% 45.5% 79.8% 42.3% 47.7% 90.0% 

その他の保険 － － － － － － 

【合計】 34.3% 45.5% 79.8% 42.3% 47.7% 90.0% 
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（※４）発生損害率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

      発生損害率＝出再控除前の発生支払保険金（※７） 

÷出再控除前の既経過保険料（※８）×１００ 

（※５）元受事業費率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

       元受事業費率＝保険引受に係る事業費÷出再控除前の既経過保険料 

×１００ 

（※６）元受合算率とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

       元受合算率＝発生損害率＋元受事業費率 

（※７）出再控除前の発生支払保険金とは、以下の定義にしたがって算出されて 

います。 

      出再控除前の発生支払保険金＝発生支払保険金等＋出再控除前の支払備金積増額 

（※８）出再控除前の既経過保険料とは、以下の定義にしたがって算出されています。 

       出再控除前の既経過保険料＝保険料－出再控除前の未経過保険料積増額 

－発生解約返戻金等 

 

 

 〔Ｄ〕再保険を引受けた主要な再保険会社（再保険会社の数）と再保険契約内容 

 

再保険会社 

再保険契約内容 

種類（再保険金額） 
平成21年度 平成 22 年度 

出再割合 出再割合 

ザ・ソサイエティ・ 

オブ・ロイズ 
比例再保険（保険金額の 95％）  90.7% 91.0% 

再保険会社計 

【会社数】 
 

100.0% 

【３社】 

100.0% 

【３社】 
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 〔Ｅ〕再保険を引受けた主要な再保険会社の格付区分ごとの支払再保険料の割合 

 

格付区分 
支払再保険料における割合 

平成 21 年度 平成 22 年度 

Ａ－ 以上 100.0％ 100.0％ 

ＢＢＢ以上 Ａ－ 未満 － － 

その他（ＢＢＢ未満・格付なし） － － 

【合計】 100.0％ 100.0％ 

 

 

 〔Ｆ〕未収再保険金 

 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 51,352 千円 100% 48,882 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 51,352 千円 100% 48,882 千円 100% 
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③ 経理に関する指標等 

 

〔Ａ〕支払備金（※１） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 42,036 千円 100% 23,401 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 42,036 千円 100% 23,401 千円 100% 

 （※１）支払備金は、元受契約における普通支払備金および既発生未報告損害から、 

     それらに係る再保険契約に基づく出再分を控除したものを示しています。 

 

 

〔Ｂ〕責任準備金（※２） 

種  目 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

生命保険・医療保険 273,499 千円 100% 200,635 千円 100% 

その他の保険 － － － － 

【合計】 273,499 千円 100% 200,635 千円 100% 

 （※２）責任準備金は、元受契約における普通責任準備金（入院責任準備金、危険 

     保険料積増分含む）および異常危険準備金から、それらに係る再保険契約 

     に基づく出再分を控除したものを示しています。 

 

 

〔Ｃ〕利益準備金および任意積立金の区分ごとの残高 

     該当事項はございません。 

 

 

〔Ｄ〕損害率の上昇に対する経常利益の変動の額 

     発生損害率が１％上昇すると仮定（正味既経過保険料×１％） 

 

      平成 21 年度 平成 22 年度 

経常利益の減尐額 1,354 千円 1,126 千円 
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④ 資産運用に関する指標等 

 

〔Ａ〕資産運用の概況 

区  分 
平成 21 年度 平成 22 年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

現預金 278,986 千円 56% 257,147 千円 61% 

金銭信託 － － － － 

国債 － － － － 

その他 － － － － 

【運用資産計】 278,986 千円 56％ 257,147 千円 61％ 

総資産 497,925 千円 100% 415,407 千円 100% 

 

 

〔Ｂ〕利息及び配当金収入ならびに運用利回り（※１） 

区  分 
平成 21 年度 平成 22 年度 

収入金額 利回り 収入金額 利回り 

現預金 111 千円 0.04% 67 千円 0.03% 

金銭信託 － － － － 

国債 － － － － 

その他 － － － － 

【運用資産計】 111 千円 0.04% 67 千円 0.03% 

 （※１）運用利回りは、収入金額を日平均運用額で除して算出しています。 

 

 

〔Ｃ〕保有有価証券の種類別の残高、構成比、利回りおよび残存期間別残高 

    該当事項はございません。 
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（４）責任準備金の残高の内訳 

 

当事業年度（平成 22 年度）末における責任準備金残高の内訳は、以下の通りです。 

 

種 目 普通責任準備金 異常危険準備金 
契約者配当 

準備金等 
合 計 

生命保険・ 

医療保険 
121,230 千円 79,404 千円 － 200,635 千円 

その他の保険 
 

－ － － 

【合計】 121,230 千円 79,404 千円 － 200,635 千円 

 

※ 責任準備金は、元受契約における普通責任準備金（入院責任準備金、危険保険料 

積増分含む）および異常危険準備金から、それらに係る再保険契約に基づく出再分

を控除したものを示しております。 
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４．当社の運営に関する事項 

（１）リスク管理体制について 

 

当社は、リスクを保険引受リスク、事務リスク、システムリスク、流動性リスク、 

災害等リスク、法務リスクの６つに区分し、以下の体制でリスク管理を行っていま 

す。 

 

（リスク管理規程） 

  当社は、リスク管理の基本方針としてリスク管理規程を定めています。 

 

（リスク管理担当部門） 

経営管理部、営業業務部、損害調査部の各業務担当部門は、同時にリスク管理担当 

部門として、所管する業務におけるリスクの所在と種類・特性を把握したうえで、 

適切なリスク管理を推進・実行し、業務の健全性および適切性を図っています。 

  

（リスク管理委員会） 

当社は、経営会議の中にリスク管理委員会を設置し、リスク管理担当部門における 

リスク管理に対する問題・原因の早期発見に努め、未然の事故防止を図っています。 

 

【当社のリスク管理体制】  

 

 

【業務監査部】

コンプライアンス委員会リスク管理委員会

取締役会

代表取締役

保険計理人

経営会議

リスク管理担当部門

システムリスク
【営業業務部】

法務リスク
【経営管理部】

保険引受リスク
【営業業務部】

流動性リスク
【経営管理部】

事務リスク
【営業業務部】

事故・災害・犯罪・風評
のリスク

【経営管理部】

保険計理

人・リスク管

理委員会に

よる提言・

報告

業務監

査部

による

内部監

査
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（２）法令遵守（コンプライアンス）体制について 

 

  当社では、お客さまからの信頼の確保およびお客さま保護の観点から、法令遵守を 

経営の最重要課題のひとつとして位置付け、以下の体制で法令遵守を行っています。 

 

（法令遵守規程) 

  当社は、法令遵守の基本方針として法令遵守規程を定めています。 

 

(「コンプライアンス・マニュアル」等) 

  「コンプライアンス・マニュアル」を作成し、全役職員に周知徹底を図るとともに、 

 法令遵守にかかる体制の変更、法令等の制定や改正の際には、その内容を適宜修正し、 

 「コンプライアンス・プログラム」の効果的実践を図っています。 

 

（コンプライアンス委員会） 

経営会議の中にコンプライアンス委員会を設置し、日常業務における各従業員の 

 教育・指導・監視を徹底し、適時、コンプライアンスグループへ報告しています。 

 

 

（3）指定紛争解決機関（指定ＡＤＲ機関）について 

 

当社は、指定紛争解決機関（指定ＡＤＲ機関）の指定認可を受けた一般社団法人 

日本尐額短期保険協会と、尐額短期保険業務に関する苦情処理手続および紛争解決 

手続等の実施のための手続実施基本契約を締結しております。 

お客様は必要に応じ、一般社団法人日本尐額短期保険協会が運営する指定紛争解 

決機関の「尐額短期ほけん相談室」をご利用いただくことができます。 

 

 

 

 

 

  

一般社団法人日本尐額短期保険協会 「尐額短期ほけん相談室」 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3-12-8 八丁堀ＳＦビル２階 

TEL ０１２０－８２－１１４４  FAX ０３－３２９７－０７５５ 

受付時間：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00（土・日・祝祭日・年末年始を除く） 
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（４）個人情報保護方針 

 

株式会社ミニンシュラー（以下「当社」という。）は、尐額短期保険業者として、保険を

事業の核とした事業活動を行っています。事業活動を通じてお客様から取得する個人情報及

び当社従業員の個人情報（以下、「個人情報」という。）は、当社にとって重要な情報資産

であり、その個人情報を確実に保護することは、当社の重要な社会的責務と認識しておりま

す。 

したがって、当社は、事業活動を通じて取得する個人情報を、以下の方針に従って取り扱

い、個人情報保護に関して、お客様及び当社従業員への「安心」の提供及び社会的責務を果

たしていきます。 

 

１．個人情報の取得、利用及び提供に関して 

・適法、かつ、公正な手段によって個人情報を取得いたします。 

・利用目的の達成に必要な範囲内で、個人情報を利用いたします。 

・以下の場合を除き、本人の同意なく個人情報を第三者に提供いたしません。 

法令に基づく場合、 当社の業務遂行上必要な範囲内で代理店及び業務委託先に提

供する場合、再保険の手続きをする場合。 

・取得した個人情報の目的外利用はいたしません。 

・目的外利用の必要が生じた場合は、新たな利用目的の再同意を得た上で利用いたしま

す。 

 

２．法令、国が定める指針その他の規範（以下、「法令等」という。）に関して 

個人情報を取り扱う事業に関連する法令等を常に把握することに努め、当社事業に従

事する従業員（以下、「従業員」という。）に周知し、遵守いたします。 

 

３．個人情報の安全管理に関して 

・個人情報への不正アクセス、個人情報の漏えい、滅失、又はき損などの様々なリスク

を防止すべく、個人情報の安全管理のための迅速な是正措置を講じる体制を構築し維

持いたします。 

・点検を実施し、発見された違反や事故に対して、速やかにこれを是正するとともに、

弱点に対する予防処置を実施いたします。 

・安全に関する教育を、従業員に徹底いたします。 
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４．センシティブ情報の取扱いに関して 

お客様の健康状態・病歴などのセンシティブ情報については、「保険業法施行規則第53 

条の10」及び「金融分野における個人情報保護に関するガイドライン第6条」により、

お客様の同意に基づき業務遂行上必要な範囲で利用するなど業務の適切な運営の確保

その他必要と認められる場合に利用目的が限定されています。当社はこれらの利用目的

以外には、センシティブ情報を取得、利用または第三者提供いたしません。 

 

５．苦情・相談に関して 

個人情報の取り扱いに関する苦情及び相談については、個人情報問合せ窓口を設け、迅

速な対応が可能な体制を構築し、誠意をもって対応いたします。 

 

６．継続的改善に関して 

・当社の個人情報保護マネジメントシステムは、個人情報保護のため、内部規程遵守状

況を監視及び監査し、違反、事件、事故、及び弱点の発見に努め、経営者による見直

しを実施いたします。これを管理策及び内部規程に反映し、個人情報保護マネジメン

トシステムの継続的改善に努めます。 

・改善においては、法令等及び JIS Q 15001 に準拠いたします。 

制定日 2009 年12 月1 日 

株式会社ミニンシュラー 

代表取締役 小林 靖治  

<個人情報問合せ窓口> 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀４－８－２ 秀和第２桜橋ビル８階 

株式会社ミニンシュラー 個人情報問合せ窓口 

電話 ： ０３－３５５３－４５４５ （平日 ９：３０ ～ １８：００） 

FAX ： ０３－３５５３－４５４６ 

 

 

【個人情報の取り扱いについて】 

【事業者の名称】 

株式会社ミニンシュラー 

【ご本人から直接書面取得以外で取得する場合の利用目的】 

保険金支払 

【開示対象個人情報の利用目的】 

・ 再保険契約に基づく通知及び再保険金の請求 

・ 資料の送付 

・ お問合せ、ご相談への対応 

・ アンケート調査実施、モニター実施 
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・ 採用業務 

・ 人事業務（従業者情報） 

 

【開示等の請求手続き】 

当社がご本人様又はその代理人様から、当社が保有する個人情報に関して⑴開示のご

請求、⑵利用目的の通知のご請求、⑶訂正のご請求、⑷追加のご請求、⑸消去のご請求、

⑹利用停止又は第三者提供の停止のご請求等（以下⑴から⑹を総称して「開示等のご請

求」といいます。）にご対応させていただく場合の手続きは、下記のとおりです。 

 

１．開示等の請求の申出先 

開示等のご請求については、個人情報開示等請求書に必要事項を添付の上、郵送に

よりお願いいたします。請求書を当社へ郵送する際には、特定記録郵便や簡易書留

郵便など、配達の記録が確認できる方法にてお願いいたします。 

なお、封筒に朱書きで「個人情報請求書在中」とお書き添えいただければ幸いです。 

 

２．開示等の請求における提出書面 

開示等のご請求を行う場合は、個人情報開示等請求書に所定の事項を全てご記入の

上、以下のいずれか１点の本人様が確認できる下記の書類を同封してご郵送くださ

い。 

運転免許証、住民票の写し、健康保険証の被保険者証 

※コピーは本籍地を塗りつぶしたものをご用意ください。 

 

３．代理人様による開示等のご請求 

開示等のご請求をすることについて代理人様に委任する場合は、個人情報開示等請

求書に加えて、下記の書類をご同封ください。 

 

(1) 代理人様本人であることを確認するための書類（コピー） 

運転免許証、住民票の写し、健康保険証の被保険者証のいずれか１点 

※コピーは本籍地を塗りつぶしたものをご用意ください。 

(2) 委任状（ご本人様により委任状に捺印し、その印鑑の印鑑登録証明書を添付し

てください。代理人様が親権者などの法定代理人のときは、委任状に代えて、

ご本人様との関係がわかる書類をご提出いただくことも可能です。 
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５．当社の直近の２事業年度における財産の状況に関する事項 

（１）計算書類 

 

① 貸借対照表 

（単位 ： 千円） 

 

 

  

平成２１年度 平成２２年度 平成２１年度 平成２２年度

（資産の部） （負債の部）

278,986 257,147 保険契約準備金 315,535 224,036

現 金 119 60 支 払 備 金 42,036 23,401

預 貯 金 278,867 257,087 責 任 準 備 金 273,499 200,635

603 301 そ の 他 負 債 65,342 54,501

その他の有形固定資産 603 301 未 払 法 人 税 等 174 289

無 形 固 定 資 産 133,764 81,995 未 払 金 4,093 2,062

ソ フ ト ウ ェ ア 133,735 81,967 未 払 費 用 4,116 4,076

その他の無形固定資産 28 28 預 り 金 710 626

再   保   険   貸 51,352 48,882 仮 受 金 56,248 47,446

そ  の  他  資  産 11,217 5,079

未 収 金 8,296 1,185

前 払 費 用 878 1,023 負 債 の 部 合 計 380,877 278,537

仮 払 金 17 12 （純資産の部）

そ の 他 の 資 産 2,025 2,858 資    本    金 100,000 100,000

供      託     金 22,000 22,000 利 益 剰 余 金 17,047 36,869

  その他利益剰余金 17,047 36,869

　  繰越利益剰余金 17,047 36,869

株主資本合計 117,047 136,869

純 資 産 の 部 合 計 117,047 136,869

497,925 415,407 負債及び純資産の部合計 497,925 415,407

科　　　　　 目 

現 金 及 び 預 貯 金

有 形 固 定 資 産

科　　　　　　目

資 産 の 部 合 計
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② 損益計算書 

(単位 ： 千円) 

     

  

平成21年度 平成22年度

経    常    収    益 2,470,881 2,230,160

保  険  料  等  収  入 2,414,922 2,138,383

1,443,986 1,221,462

970,935 916,921

回 収 再 保 険 金 465,208 483,453

   再 保 険 手 数 料 505,727 433,467

責任準備金等戻入額 55,813 91,499

32,192 18,635

23,620 72,864

資  産  運  用  収 益 111 67

111 67

そ の 他 経 常 収 益 33 210

経    常    費    用 2,462,113 2,210,158

保 険 金 等 支 払 金 1,804,811 1,626,874

495,129 517,213

1,309,681 1,109,661

事        業        費 657,298 583,207

603,565 530,646

1,369 490

52,363 52,070

そ の 他 経 常 費 用 4 76

8,768 20,001

7,922 - 

7,922 - 

4,238 - 

4,238 - 

12,451 20,001

2,435 180

-　 - 

2,435 180

10,016 19,821当 期 純 利 益

特 別 損 失

そ の 他 特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

税 金

減 価 償 却 費

経 常 利 益

特 別 利 益

そ の 他 特 別 利 益

責 任 準 備 金 戻 入 額

利息及び配当金等収入

保 険 金 等

再 保 険 料

営業費及び一般管理費

科　　　　　　　目  

保 険 料

再 保 険 収 入

支 払 備 金 戻 入 額
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③ キャッシュ・フロー計算書 

    

 

 

 

(単位：千円）

科　　　　　　　　　目 平成21年度末 平成22年度末

営業活動によるキャッシュ・フロー

　　保険料の収入 1,936,971 1,646,128

　　再保険収入 475,980 485,924

　　保険金等支払による支出 △495,129 △517,213

　　再保険料支払による支出 △1,309,681 △1,109,661

　　事業費の支出 △602,314 △533,979

　　その他 12,033 6,960

　　小　　　　計 17,859 △21,841

　　利息及び配当金等の受取額 111 67

　　利息の支払額 - -

　　その他 - -

　　法人税等の支払額 △16,796 △64

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,174 △21,838

投資活動によるキャッシュ・フロー

　　固定資産の取得による支出 - -

　　預託金の預入れによる支出 △12,000 -

　　営業譲受(包括移転に伴う預金受入）による収入 - -

　　その他 - -

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,000 -

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入による収入 - -

借入金の返済による支出 - -

株式の発行による収入 - -

自己株式の取得による支出 - -

その他 - -

財務活動によるキャッシュ・フロー - -

現金及び現金同等物の増減額 △10,825 △21,838

現金及び現金同等物の期首残高 289,811 278,986

現金及び現金同等物の期末残高 278,986 257,147
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④ 株主資本等変動計算書 

       

             

   

 

  

（単位：千円）

平成21年度 平成22年度

100,000 100,000

100,000 100,000

7,031 17,047

10,016 19,821

10,016 19,821

17,047 36,869

7,031 17,047

10,016 19,821

10,016 19,821

17,047 36,869

107,031 117,047

10,016 19,821

10,016 19,821

117,047 136,869

107,031 117,047

10,016 19,821

10,016 19,821

117,047 136,869

当 期 変 動 額

科　　　　　目

株 主 資 本

資 本 金

前 期 末 残 高

当 期 純 利 益

当期変動額合計

当 期 末 残 高

前 期 末 残 高

当 期 変 動 額

当 期 末 残 高

利 益 剰 余 金

その他利益剰余
金繰越利益剰余
金前 期 末 残 高

当 期 純 利 益

当期変動額合計

当 期 末 残 高

株 主 資 本 合 計

前 期 末 残 高

当 期 変 動 額

当 期 純 利 益

当期変動額合計

当 期 末 残 高

利益剰余金合計

当 期 純 利 益

当期変動額 合計

当 期 末 残 高

純 資 産 合 計

前 期 末 残 高

当 期 変 動 額
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平成２１年度個別注記 平成２２年度個別注記 

 

1.重要な会計方針に係る事項 

(1)資産の評価基準および評価方法 

棚卸資産の評価基準および評価方法 

・貯蔵品 

移動平均法による原価法(貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を採用しておりま

す。 

 

(2)固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

定率法を採用しております。 

 

②無形固定資産 

ソフトウェア（自社利用分） 

社内における利用可能期間（５年） 

に基づく定額法を採用しており 

ます。 

 

(3)その他計算書類作成のための基本となる

事項 

①消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は、

税込方式を採用しております。 

 

(会計方針の変更) 

従来、税抜方式を採用しておりました

が、当事業年度において、免税事業者

になったことから、税込方式に変更し

ました。 

なお、この変更による損益への影響は

軽微であります。 

 

②責任準備金の積立方法 

責任準備金は、保険業法施行規則第 211

条の46の規定に基づいて計算しており

ます。 

 

 

≪会計方針に関する事項≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産 

  定率法を採用しております。 

 

(2)無形固定資産      

定額法を採用しております。 

なお、ソフトウェアについては、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定

額法を（自社利用分）採用しております。 

 

２．その他計算書類作成のための基本となる事

項 

(1)消費税等の会計処理    

消費税および地方消費税の会計処理は、

税込方式を採用しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)責任準備金の積立方法    

責任準備金は、保険業法施行規則第 211

条の 46の規定に基づいて計算しておりま

す。 

 

 (3)金額は記載単位未満を切り捨てて表示し

ております。 
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平成２１年度個別注記 平成２２年度個別注記 

 

 

２．貸借対照表に関する注記 

有形固定資産の減価償却累計額 

   1,000 千円 

 

 

 

 

 

 

≪貸借対照表に関する事項≫ 

 

１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,302

千円であります、 

２．リースにより使用する固定資産に関する注

記-----該当事項はありません。 

３．当期における支払備金及び責任準備金の内

訳は、以下のとおりであります。 

 

（１）支払備金の内訳       （千円） 

 平成 22 年度 

元受分 

 

出再分 

 

出  再 

控除後 

普通支払

備金 
196,083 175,129 20,954 

IBNR備金 

 
40,020 37,573 2,447 

合 計 

 
236,104 212,702 23,401 

 

保険業法施行規則第 211 条の 52 において準用

する同規則第 73条第 3項及び第 71条第 1項に

規定する、積立ないことができる再保険を付し

た部分に相当する支払備金の金額は、212,702

千円であります。 

 

（２）責任準備金の内訳      （千円） 

 平成 22 年度 

元受分 

 

出再分 

 

出 再 

控除後 

普通責任

準備金 
124,392 3.162 121,230 

異常危険

準備金 
158,809 79,404 79,404 

合 計 

 
283,202 82,567 200,635 

 

保険業法施行規則第 211 条の 52 において準用

する同規則第 71 条第 1項に規定する、積立な

いことができる再保険を付した部分に相当す

る責任準備金の金額は、82,567 千円でありま

す。 

 

４．１株当たり純資産額は、34,217 円 36 銭で

あります。 
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平成２１年度個別注記 平成２２年度個別注記 

 

３．損益計算書に関する注記 

①正味収入保険料（保険料から再保険 

料を控除した金額） 134,304 千円 

 

②正味支払保険金（保険金等から回収 

再保険金を控除した金額） 

29,920 千円 

 

 

 

 

 

 

 

- 

≪損益計算書に関する事項≫ 

 

１．正味収入保険料（保険料から再保険料を控

除した金額）は、111,800 千円であります。 

 

２．正味支払保険金（保険金等から回収再保険

金を控除した金額）は、 33,759 千円であ

ります。 

 

３．当期における支払備金及び責任準備金の繰

入額の内訳は、以下のとおりであります。 

 

（１）支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）

の内訳             （千円） 

 平成 22 年度 

元受分 

 

出再分 

 

出 再 

控除後 

普通支払

備金 
△30,416 △12,356 △18,059 

IBNR備金 

 
△7,741 △7,165  △575 

合 計 

 
△38,157 △19,522 △18,635 

 

支払備金繰入額の計算上、差し引かれた再保険

を付した部分に相当する支払備金戻入額の金

額は、19,522 千円です。 

 

（２）責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入

額）の内訳          （千円） 

 平成 22 年度 

元受分 

 

出再分 

 

出 再 

控除後 

普通責任

準備金 

△

110,768 
△44,129 △66,638 

異常危険

準備金 
△12,451 △6,225 △6,225 

合 計 

 

△

123,219 
△50,355 △72,864 

 

責任準備金繰入額の計算上、差し引かれた再 

険を付した部分に相当する責任準備金戻入額

の金額は、50,355 千円です。 
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平成２１年度個別注記 平成２２年度個別注記 

 

 

 

 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

当事業年度末における発行済株式の 

種類及び総数 

普通株式  4,000 株 

 

５．リースにより使用する固定資産に 

関する注記 

   該当事項はありません。 
 

６．１株当たり情報に関する注記 

(1)１株当たり純資産額 

         29,261 円 88 銭 

(2)１株当たり当期純利益 

         2,504 円 04 銭 

 

 

 

 

 

 

 

４．１株当たり当期純利益は、4,955 円 48 銭で

あります。 

 

≪株主資本等変動計算書に関する事項≫ 

 

当事業年度末における発行済株式の 

種類及び総数       

普通株式  4,000 株 
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（２）保険金等の支払能力の充実の状況 

    

 

 

  

（単位：千円）

平成21年度 平成22年度

(1)　ソルベンシー・マージン総額 202,678 216,274

117,047 136,869

②　価格変動準備金 - -

③　異常危険準備金 85,630 79,404

④　一般貸倒引当金 - -

⑤　その他有価証券の評価差額（税効果控除前）（99％又は100％） - -

⑥　土地含み損益（85％又は100％） - -

⑦　契約者配当準備金の一部（除、翌期配当所要額） - -

⑧　将来利益 - -

⑨　税効果相当額 - -

⑩　負債性資本調達手段等 - -

告示(第14号)第２条第３項第５号イに掲げるもの（⑩(a)） - -

告示(第14号)第２条第３項第５号ロに掲げるもの（⑩(b)) - -

⑪　控除項目（－） - -

(2)　リスクの合計額√[Ｒ 1
2+Ｒ 2

2]+Ｒ3+Ｒ4 25,646 20,299

保険リスク相当額 8,563 7,941

Ｒ1　一般保険リスク相当額 8,563 7,941

Ｒ4　巨大災害リスク相当額　 - -

Ｒ2 　資産運用リスク相当額　 23,492 18,113

　価格変動等リスク相当額 - -

　信用リスク相当額 2,788 2,570

　子会社等リスク相当額 - -

　再保険リスク相当額 20,190 15,054

　再保険回収リスク相当額 513 488

Ｒ3　経営管理リスク相当額　 641 521

ソルベンシー・マージン比率　(1)/｛(1/2)×(2)｝ 1,581% 2,131%

①　純資産の部合計
（社外流出予定額、評価・換算差額等及び繰延資産を除く。）
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（３）有価証券または金銭の信託に関する取得価額または契約価額、 

時価および評価損益 

 

  ① 有価証券 

   該当事項はございません。 

 

  ② 金銭の信託 

   該当事項はございません。 

 

 

（４）公衆の縦覧に供する書類に関する会計監査人の監査の有無 

  

  当社は会計監査人の監査は受けておりません。 

 

 

（５）貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書に関する 

公認会計士または監査法人の監査証明の有無 

  

当事業年度の計算書類につきましては、興亜監査法人の監査を受け、適正に作成 

および表示されていることの監査証明書を平成２３年６月１０日付けで受領して 

おります。 

 

 

 

  

 

 

 


